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 ドイツでは，「法則」を含む 20 の索引があるのに対

して，日本ではその中の５しかない。「s-t 法則」など

のように日本では法則として呼んでいない内容も法

則として取り扱われているのがわかる。

Ⅲ．３．事例
　目次，索引ではなく，具体的な事例でもってドイ

ツと日本の興味ある対比を見ていきたい。

Ⅲ．３．①．内容

表 10　加速度と力の大きさに関する内容

　ドイツでは，加速度を数学的に定義し，後にニュー

トンの運動方程式の数式へとつなげている。それに

対して，日本では，加速度の定義はなく，力が一定

ならば速度の変化の割合が一定であるにとどまって

いる。

表 11　オームの法則に関する内容

　オームについては両国とも言及している。しかし，

オームの法則の温度の依存性に関して，ドイツでは

言及しているが，日本では触れていない。

  原子力発電に関する内容は，ドイツでは９学年で扱

われている。日本では，９学年の「科学技術と人間」

の単元で物理の内容ではなくその他の内容として扱

われているが，表 12 では対比的に示しておく。

表 12　原子力発電に関する内容

　長所に関しては両国で大きな差異は認められない。

短所に関して，ドイツでは事故が起こる可能性につ

いても言及されている。

　３つの事例とも，両国で同じ学年である。しかし，

深さと範囲において違いが見られる。
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Ⅲ．３．②．実験

表 13　実験の位置づけ

　ドイツでは，実験を自主的な活動として奨励して

いるのに対し，日本では観察・実験を行い，結果を

もとに考え，答えを見つけて行くことが理科の学習

とされており，授業の中で実験を取り扱うことが前

提とされている。

 表 14　オームの法則の実験

　日本では電流と電圧が比例することからオームの

法則の式を導いているのに対し，ドイツでは電流と電

圧だけでなく，電流と抵抗，電圧と抵抗の関係を実

験で求め，オームの法則を確認させようとしている。

表 15　自由落下運動の実験
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　日本，ドイツともに自由落下に関する実験の記述

が存在する。ドイツでは，落下距離が時間の２乗に

比例することを確認させている。一方日本では，物

体にはたらく力を一定にすれば加速度が一定になる

という結果を確認させる取り扱いとなっている。

　実験に関しては，日本では授業の中で取り扱う代

表的な実験と手順を念頭においているのに対し，ド

イツでは可能で多様な実験から選ぶことができるこ

とで違っている。

Ⅳ．おわりに
　ドイツ・ザクセン邦のギムナジウム中級段階の教

科物理と日本の中学校の教科理科における物理分野

に焦点を当て , 現行教科書などを手がかりにし , 前期

中等教育段階における物理教育の比較を行ってきた。

　期間（何時から何時まで）・広がり・詳しさにおいて，

以下のような違いを見いだした。

期間（何時から何時まで）：

　前期中等教育段階の物理教育は，ドイツでは第６

学年から５年間にわたり通年で学習されている。一

方日本では第７学年から３年間各学年限られた期間

だけ学習されている。週授業時間数の合計はドイツ

の方が５倍弱（4.76=10/2.1）の多さである。

広がり：

　ドイツでは，電磁気学・波動・力学・熱力学・天

文学・原子物理学という６分野があるが，日本では，

電磁気学・力学・波動という主要３分野しかない。「モ

デル」を含む索引に注目すればドイツでは９あるが，

日本にはない。また，「法則」を含む索引はドイツで

は 20 あるのに対して，日本では５しかない。

　ドイツでは，いくつかの分野について内容に繰り

返しと連続性があり，日本では力学分野にのみ連続

性がある。

　広がりの程度が違ってくる要因は，天文学を含む

かどうか，学際的トピックを含むかどうか，選択分

野があるかどうかなどがある。

詳しさ：

　索引の密度（１頁当たりの頻度）を比較すると，ド

イツは日本の３倍程度である。

　オームの法則に関しては，ドイツでは温度の依存性

にまで言及しているが，日本では触れていない。また，

その実験に関しては，日本では抵抗を一定にしたと

きの電流と電圧の関係しか扱われていないが，ドイ

ツでは，加えて，電圧を一定にした場合，電流を一

定にした場合なども扱われている。

　そして，実験全般に関しては，日本では代表的な

実験を授業の中で実施するよう位置付けられている

のに対し，ドイツでは多様な実験から生徒が自主的

に選び実施することができるようになっていること

で違っている。

　なお，本論文は，第 29 回物理教育研究大会（平成

24 年８月 11 日 ( 土 )，札幌市・北海道大学）において，

松井正宏・田中賢二が，口頭発表した内容を，再編・

加筆したものであり，加えて，本研究の一部は，平

成 23 ～ 25 年度 科学研究費助成事業（学術研究助成

基金助成金（基盤研究（C））課題番号 23501068「ド
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イツ語圏における物理教育の概念・構造に関する研

究」（研究代表者：田中賢二）によって，支援を受け

ている。
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